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合併後の組織および人事ならびに 

ブランドマーク・スローガンに関するお知らせ 
 

 

 当社は、平成23年４月27日付「連結子会社の吸収合併（簡易合併・略式合併）ならびに 定款変更

（商号および事業目的の変更）に関するお知らせ」で公表いたしましたとおり、平成24年４月１日

に完全子会社である株式会社ラック、エー・アンド・アイ システム株式会社、株式会社アイティー

クルーの３社を吸収合併し、商号を「株式会社ラック」に変更し新たにスタートいたします。 

 これに向けて当社は、平成24年３月12日開催の取締役会において、下記のとおり新会社「株式会

社ラック」の４月１日付の組織および人事の体制を決定いたしましたのでお知らせいたします。 

 また、新たにスタートする「株式会社ラック」のブランドマーク、ブランドスローガンも制定し

ましたので併せてお知らせいたします。 

 

記 

 

Ⅰ．組織体制 

合併後の当社の事業体制は、各事業を緊密に連携させ、意思決定の迅速化や情報共有の促進を

図るため、子会社に分散していた人材を３つの本部に集約します。セキュリティソリューション

サービス事業はセキュリティ事業本部が、システムインテグレーションサービス事業はシステム

事業本部が、ディーラー事業は営業本部が主管するとともに、各事業の営業リソースは営業本部

に集約し、組織の効率的な運営と、統合的な営業体制を目指します。 

また、引き続きサイバーセキュリティ研究所を設置し、最先端のセキュリティ技術の研究開発

を推進します。 

経営戦略部門には、社長室、事業統括室、経営企画室を設置し、経営に関する企画・管理、各

事業に関する企画、各事業間の調整等、事業の連携と推進を図ります。 

管理部門には、業務本部、管理本部を設置し、効率的な組織運営を促進します。 

また、社員の中から特定の領域における第一人者やエキスパートを理事として処遇する理事制

度を創設し、８名の社員を選出しております。 
なお、当社の平成 24 年４月１日付組織の詳細については別紙「株式会社ラック 組織図」をご

参照ください。 
 

Ⅱ．人事体制 

１．取締役 



 

 

氏 名 役 職 

米 田 光 伸 代表取締役社長 

牧 野 敏 夫 取締役 社長室長 

中 川  孟 取締役 管理部門管掌 （兼）業務本部長 

佐 山 展 生 取締役（社外） 

上 住甲子郎 取締役（社外） 

林  界 宏 取締役（社外） 

 

２．執行役員 

 

氏 名 役 職 

髙 梨 輝 彦 執行役員副社長 システム事業本部長 

英  秀 明 
常務執行役員 事業統括室長（兼）セキュリティ事業本部ＪＳＯＣ事業部

次期システム担当補佐 

三 柴 照 和 常務執行役員 経営企画室長 （兼）経営戦略部長 （兼）国際事業部長 

齋 藤  理 常務執行役員 セキュリティ事業本部長 

山 中 茂 生 常務執行役員 営業本部長 

伊 藤 信 博 常務執行役員 管理本部長 （兼）法務部長 

怒 和 秀 昭 執行役員 経営企画室 特別プロジェクト担当 

大 野 祐 一 執行役員 セキュリティ事業本部プロフェッショナルサービス事業部長 

大 貫 大 輔 執行役員 セキュリティ事業本部ＪＳＯＣ事業部長 （兼）ＪＳＯＣ部長 

坂 本喜代志 執行役員 システム事業本部システム第一事業部長 （兼）ＳＳＵ長 

谷 口  武 執行役員 システム事業本部システム第二事業部長 

肥 田 木  優 執行役員 システム事業本部システム第三事業部長 

倉 持 浩 明 執行役員 システム事業本部システム第四事業部長 

槻 山 幸 司 
執行役員 システム事業本部システム第五事業部長 （兼）同事業部第三

部長 

可 児 康 之 執行役員 営業本部セキュリティ事業部長 

萩 原 利 彦 執行役員 営業本部ソリューション事業部長 （兼）アクシス事業所長 

鎌 田 寿 雄 執行役員 管理本部総務・人事部長 

 

３．理事 

 
専務理事 西 本 逸 郎 （セキュリティ事業本部 セキュリティ技術統括） 
 
理事 白 石 通 紀 （経営企画室経営戦略部 経営企画担当） 
理事 川 口 哲 成 （経営企画室経営戦略部 セキュリティサービス企画、特別プロ

ジェクト担当 兼 マーケティング部長） 
理事 伊 東  寛 （サイバーセキュリティ研究所長） 
理事 内 田 昌 宏 （セキュリティ事業本部プロフェッショナルサービス事業部 シ

ニアコンサルタント） 
理事 丸 山 司 郎 （セキュリティ事業本部ＪＳＯＣ事業部 次期システム担当） 
理事 秋 山陽一郎 （システム事業本部 営業サポート、特別プロジェクト担当） 
理事 上 野津代志 （システム事業本部ＳＳＵ Ｂｉｇ-Ｄａｔａ担当） 



 

 

４．上記以外の主要な人事 

 

氏名 役職 

事業統括室 

佐 伯 秋 乃 事業企画部長 

大 神 正 宏 セキュリティ事業推進部長 

福 澤  仁 ディーラー事業推進部長 

洞 野 卓 宏 システム事業推進部長 

経営企画室 

鈴 木 康 広 経営戦略部システムサービス企画、特別プロジェクト担当 

セキュリティ事業本部 

與 儀 大 輔 戦略アカウント担当 

吉 岡 道 明 プロフェッショナルサービス事業部プロフェッショナルサービス部長 

有 貝 英 行 プロフェッショナルサービス事業部ペンテスト技術部長 

岩 井 博 樹 プロフェッショナルサービス事業部サイバー脅威分析センター長 

大 塚慎太郎 ＪＳＯＣ事業部サービス開発部長 

佐 古 純 一 ＪＳＯＣ事業部ＳＯＣ構築技術部長 

土 屋 和 英 ＪＳＯＣ事業部次期システム開発部長 

佐 藤 豊 彦 サイバー救急センター長 

システム事業本部 

朝 来 野  仁 システム第一事業部第一部長 

三 輪 朋 之 システム第一事業部第二部長 

内 山  修 システム第一事業部第三部長 

森 川 浩 史 システム第一事業部第四部長 

藤 井 一 成 システム第一事業部第五部長 

西 村 秀 久 システム第二事業部第一部長 

六 信 洋 二 システム第二事業部第二部長 

関 口慎二郎 システム第二事業部第三部長 

森 山 伸 一 システム第二事業部第四部長 

渡 辺  徹 システム第三事業部第一部長 

菅 原  敦 システム第三事業部第二部長 

高 橋 慎 二 システム第三事業部第三部長 

藤 田 一 暁 システム第四事業部第一部長 

中 大路智崇 システム第四事業部第二部長 

峯 岸 大 輔 システム第四事業部第三部長 

市 川 貴 之 システム第五事業部第一部長 

板 垣 秀 昭 システム第五事業部第二部長 

営業本部 

野 間 美 行 副本部長（兼）公共営業部長 

重 阪 大 輔 副本部長 

山 嵜 敦 之 法人営業部長 

陣 内 丈 志 科学システム営業部長 

原 口 光 平 金融第一営業部長 

堀 江 誠 司 金融第二営業部長 



 

池 田 芳 輝 金融第三営業部長 

小 野 康 弘 金融第四営業部長 

守 田 智 成 金融第五営業部長 

寺 元 哲 史 金融第六営業部長 

津 村 賢 哉 ブランドソリューション営業部長 

近 藤 正 規 セキュリティ事業部エンタープライズ営業部長 

船 水 新 吾 セキュリティ事業部パートナー営業部長 

加 藤 智 巳 セキュリティ事業部セキュリティ推進部長 

立 花 千 春 ＩＴＳ事業部長 

業務本部 

持 田 敏 行 ＳＩ・ＳＳ業務部長 

加 藤 晃 秀 審査・品質保証部長 

門 井 圭 介 情報システム部長 

管理本部 

出 口 光 浩 財務部長 

吉 野 浩 史 経理部長 

岡 田 賢 治 広報部長 

内部監査部 

伊 藤喜和夫 内部監査部長 

 

 

 

Ⅲ．ブランドマーク、ブランドスローガン 

 平成 24 年４月、新会社「株式会社ラック」が新たなスタートを切るにあたり、お客様や社会とと

もに寄り添いながら事業に取り組んでいく姿勢や想いを込めて、新しいブランドマークとブランド

スローガンを制定いたしました。 

 

■ ブランドマーク 

 

聡明なブルーの弧が重なるエレメントは、「地球・グローバル」を表します。上昇していく弧には、 

Little eArth Corporation の思いも込められており、ＩＴインフラの安心・安全を「ラック」が支

えている様子を表現しています。また、３本の弧は、ブランドパーソナリティである「先見」「熱意」

「誠実」の象徴であるほか、「顧客」「社会」「世界」等ステークホルダーとの親密な関係性を表現し

ています。 

 

 



 

■ ブランドスローガン 

「安心とともに」 

高度なセキュリティ技術と誠実な対応により、お客様のビジネス発展に貢献することで、安心とと

もにラックもお客様も、そして社会も成長していくという、新生ラックとしてのありたい姿を表現

していします。そしてそれは、セキュリティ業界のリーディングカンパニーとして、ＩＴインフラ

の安心・安全を支える存在であることの使命感を持ち、常に熱意を持って安心と向き合う企業姿勢

の現れでもあります。また、研究開発やセキュリティ監視センター等による先進性を兼ね備えた姿

が、新生ラックとしての目指すべき姿です。 

 

Ⅳ．実施日 

 平成 24 年４月１日（日） 

 

以上 

 

 



 

Ｓ Ｉ ・ Ｓ Ｓ 業 務 部

セ キ ュ リ テ ィ 事 業 部

ソ リ ュ ー シ ョ ン 事 業 部

Ｉ Ｔ Ｓ 事 業 部

エ ン タ ー プ ラ イ ズ 営 業 部

パ ー ト ナ ー 営 業 部

セ キ ュ リ テ ィ 推 進 部

デ ィ ー ラ ー 業 務 部

金 融 第 四 営 業 部

金 融 第 五 営 業 部

金 融 第 六 営 業 部

ブランドソリューション営業部

第 二 部

第 二 部

第 三 部

第 三 部

第 四 部

第 五 部

第 一 部

Ｓ Ｏ Ｃ 構 築 技 術 部

次 期 シ ス テ ム 開 発 部

サ イ バ ー 救 急 セ ン タ ー

第 一 部

ペ ン テ ス ト 技 術 部

サ イ バ ー 脅 威 分 析 セ ン タ ー

サ ー ビ ス 開 発 部

Ｊ Ｓ Ｏ Ｃ

事 業 推 進 部

セ キ ュ リ テ ィ

株 主 総 会

取 締 役 会

事 業 推 進 部

監 査 役 会

シ ス テ ム

常 務 会

社 長 室

事業統括室

事 業 部代 表 取 締 役
プロフェッショナルサービス

事 業 企 画 部

デ ィ ー ラ ー

事 業 推 進 部

経 営 企 画 室

サイバーセキュリティ研究所

セ キ ュ リ テ ィ 事 業 本 部

シ ス テ ム 事 業 本 部

営 業 本 部

業 務 本 部

管 理 本 部

Ｊ Ｓ Ｏ Ｃ 事 業 部

シ ス テ ム 第 一 事 業 部

シ ス テ ム 第 二 事 業 部

シ ス テ ム 第 三 事 業 部

シ ス テ ム 第 四 事 業 部

シ ス テ ム 第 五 事 業 部

Ｓ Ｓ Ｕ

経 営 戦 略 部

国 際 事 業 部

マ ー ケ テ ィ ン グ 部

プロフェッショナルサービス部

第 四 部

第 一 部

第 二 部

第 三 部

公 共 営 業 部

法 人 営 業 部

第 一 部

第 二 部

第 三 部

第 一 部

広 報 部

内 部 監 査 部

審 査 ・ 品 質 保 証 部

情 報 シ ス テ ム 部

総 務 ・ 人 事 部

財 務 部

社 長

経 営 会 議

経 理 部

法 務 部

科 学 シ ス テ ム 営 業 部

金 融 第 一 営 業 部

金 融 第 二 営 業 部

金 融 第 三 営 業 部

第 二 部

第 三 部

 

株式会社ラック 組織図
＜別紙＞ 

平成 24 年４月１日現在


